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・
第
5
代
編
集
長
に
中
牧
弘
允
が
就
任

（
1
9
8
7
年
4
月
号
〜
1
9
8
9
年
12
月
号
）

・
1
月
号
で
通
巻
1
0
0
号
を
迎
え
る
。

記
念
座
談
会
「
市
民
の
た
め
の
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
め
ざ
し
て
」
を
掲
載

・
創
刊
1
0
0
号
記
念
表
紙
展
を
開
催（
1
月
〜
2
月
）

・
第
4
代
編
集
長
に
小
川
了
が
就
任

（
1
9
8
5
年
4
月
号
〜
1
9
8
7
年
3
月
号
）

・
第
3
代
編
集
長
に
杉
田
繁
治
が
就
任

（
1
9
8
2
年
8
月
号
〜
1
9
8
5
年
3
月
号
）

・
第
2
代
編
集
長
に
小
山
修
三
が
就
任

（
1
9
8
1
年
4
月
号
〜
1
9
8
2
年
7
月
号
）

・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
エ
ッ
セ
イ
の
記
事
を

収
録
し
た
『
民
族
学
の
旅
』
が
出
版
さ
れ
る

・
本
誌
か
ら
生
ま
れ
た
書
籍
第
1
号
、「
館
長
対
談
」

を
収
録
し
た
『
民
博
誕
生
』
が
出
版
さ
れ
る

・
本
誌
編
集
委
員
会
が
発
足
（
4
月
）

・
初
代
編
集
長
に
石
毛
直
道
が
就
任

（
1
9
7
7
年
10
月
号
〜
1
9
8
1
年
3
月
号
）

・
本
誌
創
刊
（
10
月
）

本
誌
の
あ
ゆ
み

・
開
館
10
周
年

・
本
館
開
館
（
11
月
）

・
本
館
創
設

・
6
月　

初
代
館
長
に
梅
棹
忠
夫

が
就
任 （
〜
1
9
9
3
年
3
月
）

・
大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
る

み
ん
ぱ
く
・
世
界
の
動
き

「
さ
さ
や
か
な
ひ
と
つ
の
施
設
に
も
、
し
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
み
て
も
ら
い
た
い

も
の
が
す
く
な
く
な
い
。
ま
た
、
と
き
ど
き
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
こ
の

博
物
館
を
ひ
ろ
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
刻
々
の
う
ご
き
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
と
ど

け
す
る
も
の
で
あ
る
」。

こ
れ
は
、
本
誌
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
梅
棹
忠
夫
初
代
館
長
に
よ
る
「
創
刊
の
こ
と
ば
」

の
な
か
に
あ
る
一
文
で
す
。
み
ん
ぱ
く
の
開
館
を
一
カ
月
後
に
ひ
か
え
た
一
九
七
七
年
一
〇

月
に
、
Ｂ
５
判
、
カ
ラ
ー
の
表
紙
に
本
文
は
黒
と
茶
色
の
二
色
で
印
刷
さ
れ
た
二
四
ペ
ー

ジ
の
中な
か

綴と

じ
の
小
冊
子
と
し
て
本
誌
は
誕
生
し
ま
し
た
。
通
巻
五
〇
〇
号
を
迎
え
た
今
日

に
お
い
て
も
、
そ
の
精
神
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
こ
の
四
〇
年
の
あ
い
だ
に
は
、
や
は
り
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

が
あ
り
、
試
行
錯
誤
や
製
作
体

制
の
変
化
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
本
誌
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
〇
〇
号
（
一
九
八
六
年
一
月
号
）
ま
で

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
・
編
集
体
制
の
確
立

創
刊
号
の
内
容
を
見
る
と
、
先
の
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
に
続
き
、
梅
棹
館
長
が
ホ
ス
ト

を
務
め
る
「
館
長
対
談
」
が
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
回
の
ゲ
ス

ト
は
Ｓ
Ｆ
作
家
の
小
松
左
京
さ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
ぱ
く
の
建
物
、
館
内
の
名
所

な
ど
を
紹
介
し
、
進
行
中
の
展
示
作
業
を
ビ
ビ
ッ
ド
に
伝
え
る
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
展

示
資
料
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
ペ
ル
シ
ャ
の
ペ
ン
入
れ
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
博
物
館
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
や
、
研
究
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
の
体
験
を
綴つ
づ

っ
た
エ
ッ
セ
イ
の
ペ
ー
ジ
、
読
者
の
質
問
に
答
え
る
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
Ｑ

＆
Ａ
」。
こ
う
し
て
見
る
と
、
そ
の
後
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
踏
襲
さ
れ
る
誌
面
構
成
が
す

で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
広
報
誌
に
よ
っ
て
広
く
み
ん
ぱ
く
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
大
学
や
公
共
施
設
の
ほ
か
に
配
布
先
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
み
ん
ぱ
く
友

の
会
で
し
た
。
友
の
会
は
開
館
に
先
立
つ
一
九
七
七
年
五
月
に
設
立
さ
れ
、
財
団
法
人
民
族

学
振
興
会
千
里
事
務
局
（
現
・
一
般
財
団
法
人
千
里
文
化
財
団
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
本
誌
は
友
の
会
会
員
に
毎
月
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
同
事
務
局
に
よ
り

書
店
で
の
販
売
ル
ー
ト
も
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
み
ん
ぱ
く
の
編
集
委
員
会
が

企
画
・
編
集
し
、
民
族
学
振
興
会
千
里
事
務
局
が
製
作
と
発
行
を
担
う
と
い
う
体
制
が
整
い
、

こ
れ
は
二
〇
〇
四
年
の
み
ん
ぱ
く
の
法
人
化
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
二
号
（
一
九
八
二
年
一
月
号
）
か
ら
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
長
期
に
わ
た
る
連
載
と
な
っ

た
の
が
、「
民
話
の
世
界
」
で
す
。
江
口
一
久
助
教
授
（
当
時
）
が
自
ら
採
集
し
た
ア
フ
リ

カ
の
民
話
を
再
話
し
、
版
画
家
の
田
主
誠
さ
ん
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
版
画
が
誌

面
を
飾
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執
筆
者
、
地
域
を
変
え
な
が
ら
一
四
八
回
ま
で
回
を
重
ね

る
人
気
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
号
（
一
九
九
四
年
五
月
号
）
ま
で

「
館
長
対
談
」
か
ら
「
み
ん
ぱ
く
・
い
ん
た
び
ゅ
う
」
へ

巻
頭
の
名
物
企
画
と
し
て
人
気
を
博
し
た
「
館
長
対
談
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ

『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』は
今
号
で
通
巻
五
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

れ
を
記
念
し
て
本
特
集
で
は
、
本
誌
五
〇
〇
冊
分
の
歴
史
を
、

一
〇
〇
冊
ず
つ
、五
つ
の
時
代
に
わ
け
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

月
刊
み
ん
ぱ
く

五
〇
〇
号

の
あ
ゆ
み

「民話の世界」初回（1982年1月号） 創刊号

「創刊のことば」の手書き原稿（「梅棹忠夫アーカイブズ」より）上：創刊前後の会議資料。梅棹初代館長自身がファイルを作り、ま
とめて保管したものである。1～3号の誌面構成も検討されて
いる（「梅棹忠夫アーカイブズ」より）

下：通巻2号の誌面とその指定紙。現在はパソコンで制作するが、
2000年ごろまでは手作業も多かった
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た
の
で
し
ょ
う
か
。
通
巻
一
〇
〇
号
を
迎
え
た
一
九
八
六
年
一
月
号
の
歴
代
編
集
長
の
座

談
会
で
、
初
代
編
集
長
を
務
め
た
石
毛
直
道
助
教
授
（
当
時
）
が
そ
の
経
緯
を
語
っ
て
い

ま
す
。「
も
し
原
稿
を
ぜ
ん
ぶ
署
名
い
り
の
手
書
き
の
原
稿
で
う
ず
め
よ
う
と
し
た
ら
、
え

ら
い
こ
と
に
な
る
。
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
わ
り
と
う
ま
く
、
書
か
ず
に
ペ
ー
ジ
を

う
ず
め
る
方
法
は
対
談
で
あ
ろ
う
。（
笑
）
そ
れ
で
『
館
長
対
談
』
と
い
う
の
を
か
ん
が

え
た
」と
い
う
の
で
す
。な
ん
と
、ペ
ー
ジ
を
手
っ
取
り
早
く
埋
め
る
た
め
の
苦
肉
の
策
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
が
本
誌
を
代
表
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
お
も
し
ろ
い

も
の
で
す
。

「
館
長
対
談
」
は
当
初
は
ゲ
ス
ト
に
博
物
館
関
係
者
を
迎
え
て
、
博
物
館
の
歴
史
や
役
割

を
縦
横
に
語
り
合
う
内
容
で
し
た
が
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
研
究
者
を
迎
え
る
シ

リ
ー
ズ
へ
と
変
化
し
、
最
終
的
に
対
談
集
が
一
四
冊
も
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

一
九
八
六
年
三
月
に
は
梅
棹
館
長
が
視
力
を
失
う
と
い
う
大
き
な
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、

梅
棹
館
長
が
退
任
を
迎
え
た
一
八
六
号
（
一
九
九
三
年
三
月
号
）
ま
で
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
委
員
会
に
と
っ
て
、
梅
棹
館
長
の
退
任
後
、「
館
長
対
談
」
の
後
の
企
画
を
ど
う

す
る
か
が
大
き
な
悩
み
の
タ
ネ
で
し
た
。
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
編
集
長
が
各
界
の
か
た

が
た
に
話
を
聞
く
「
み
ん
ぱ
く
・
い
ん
た
び
ゅ
う
」
に
衣
替
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

秋
道
智
彌
編
集
長
が
迎
え
た
第
一
回
の
ゲ
ス
ト
は
霊
長
類
学
者
の
河
合
雅
雄
さ
ん
、
テ
ー

マ
は
「
ヒ
ト
の
先
祖
は
、
な
ぜ
サ
ル
か
」
で
し
た
。「
み
ん
ぱ
く
・
い
ん
た
び
ゅ
う
」
の
人

選
や
テ
ー
マ
に
は
歴
代
編
集
長
の
個
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
読
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
が

楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

三
〇
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
九
月
号
）
ま
で

社
会
と
の
連
携
を
深
め
る

二
〇
年
に
わ
た
り
、
大
き
な
デ
ザ
イ
ン
変
更
を
せ
ず
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
本
誌
で
す
が
、

マ
ン
ネ
リ
と
言
わ
れ
る
前
に
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
う
ち
に
変
え
よ
う
」
と
い
う
気
運
が

生
ま
れ
た
の
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
野
村
雅
一
編
集
長
の
時
代
で
す
。
通
巻
二
〇
〇
号

を
迎
え
た
一
九
九
四
年
五
月
号
に
新
企
画
「
民
族
博
物
誌
」
が
登
場
し
ま
し
た
。
生
物
多

様
性
や
地
球
環
境
問
題
に
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
世
界
の
諸
民
族
が
自
然
界
と
ど
の
よ

う
な
関
係
を
築
い
て
き
た
の
か
を
見
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
連
載
は
八
坂
書

房
よ
り
『
世
界
民
族
博
物
誌
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
四
月
、
通
巻
二
五
九
号
を
迎
え
た
本
誌
は
、
栗
本
英
世
編
集
長
の
も
と
、

大
き
な
試
み
を
お
こ
な
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
と
と
も
に
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
大
き
く
変

え
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
表
紙
は
ロ
ゴ
を
は
さ
ん
で
上
下
に
四
角
い
写
真
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
そ
こ
に
資
料
の
一
部
分
を
拡
大
し
た
写
真
を
配
置
す
る
と
い
う
も
の
で
、
少
し
重
々

し
い
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
表
紙
で
は
、軽
や
か
な
動
き
の
あ
る
ロ
ゴ
に
改
め
ら
れ
、

資
料
の
写
真
も
切
り
抜
き
画
像
を
使
っ
た
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
誌
面
デ
ザ

イ
ン
も
変
更
さ
れ
、
見
出
し
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
茶
色
も
明
る
い
茶
色
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
号
か
ら
、
世
界
の
名
作
文
学
（
名
画・名
曲
）
を
民
族
学
者
が
読
む
（
見
る・

聞
く
）
と
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
生
ま
れ
た
「
よ
む・み
る・き
く
」
の
コ
ー

ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
一
回
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
『
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
』、
野

村
雅
一
教
授
（
当
時
）
が
執
筆
し
、絵
本
作
家
の
岡
島
礼
子
さ
ん
が
挿
絵
を
担
当
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
本
誌
は
果
敢
に
挑
戦
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
と
い
う

の
は
大
学
や
博
物
館
が
広
く
社
会
に
開
か
れ
た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
蓄
積
し

た
情
報
を
積
極
的
に
社
会
に
還
元
す
る
べ
く
動
き
始
め
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
小
・

中
学
校
、高
校
で
は
、地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
学
習
な
ど
を
実
施
す
る
と
い
う
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
本
誌
に
も
「
博
学
連
携
」「
社
会
連
携
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
長
谷
有
紀
編
集
長

の
時
代
に
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
柱
と
さ
れ
る
「
環
境
」「
国
際
理
解
」「
福
祉・

健
康
」「
情
報
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
み
ん
ぱ
く
を
学

校
教
育
の
現
場
で
も
広
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
本
誌
の
配
布
先
も
関
西
圏
の
小・

中
学
校
に
ま
で
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
は
、
災
害
へ
の
向
き
合
い
方
を
み
ん
ぱ
く
が
見
つ
め
直
す
ひ
と
つ
の

契
機
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
の
ち
、
災
害
時
に
み
ん
ぱ
く
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
復
興
支
援
の
あ
り
方
を
模
索
す

る
記
事
は
現
在
に
至
る
ま
で
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

2004 2003 2002 2000 1999 1997 1996 1995 1994 1993 1992 1990 1989 年

・
第
11
代
編
集
長
に
野
村
雅
一
が
就
任

（
2
0
0
4
年
4
月
号
〜
6
月
号
）

・
4
月
号
よ
り
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

発
行
元
が
み
ん
ぱ
く
、
発
行
日
が
5
日

か
ら
15
日
に
な
っ
た

・
第
12
代
編
集
長
に
長
野
泰
彦
が
就
任

（
2
0
0
4
年
7
月
号
〜
2
0
0
5
年
3
月
号
）

・「
表
紙
写
真
の
説
明
」
が
収
録
さ
れ
た

『
世
界
民
族
モ
ノ
図
鑑
』
が
出
版
さ
れ
る

・「
民
族
博
物
誌
」が
収
録
さ
れ
た『
世
界
民
族
博
物
誌
』

が
出
版
さ
れ
る

・
第
10
代
編
集
長
に
印
東
道
子
が
就
任

（
2
0
0
2
年
4
月
号
〜
2
0
0
4
年
3
月
号
）

・
本
誌
音
訳
版
の
作
成
が
開
始

・
9
月
号
で
通
巻
3
0
0
号
を
迎
え
る

・
第
9
代
編
集
長
に
小
長
谷
有
紀
が
就
任

（
2
0
0
0
年
4
月
号
〜
2
0
0
2
年
3
月
号
）

・
第
8
代
編
集
長
に
栗
本
英
世
が
就
任

（
1
9
9
9
年
1
月
号
〜
2
0
0
0
年
3
月
号
）

・
4
月
号
よ
り
ロ
ゴ
を
変
更

・
開
館
20
周
年
に
つ
き
、「
あ
な
た
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
展
に
て
、『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
版
画
展
「
文
化

に
映
っ
た
動
植
物
」
を
公
開
（
5
月
〜
6
月
）

・
開
館
・
創
刊
20
周
年
に
つ
き
、「
民
博
と
わ
た
し
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
読
者
か
ら
原
稿
を
募
集
。
4
月
号

〜
1
9
9
8
年
3
月
号
の
「
読
者
の
ペ
ー
ジ 

Q
＆

A 

O
」
欄
で
随
時
掲
載

・「
読
者
の
ペ
ー
ジ
Q
＆
A 

O
」
を
収
録
し
た
『
1
0
0

問
1
0
0
答 

世
界
の
民
族
』
が
出
版
さ
れ
る

・
第
7
代
編
集
長
に
野
村
雅
一
が
就
任

（
1
9
9
4
年
5
月
号
〜
1
9
9
8
年
12
月
号
）

・
5
月
号
で
通
巻
2
0
0
号
を
迎
え
る

・
3
月
号
に
て
「
館
長
対
談
」
コ
ー
ナ
ー
（
全

1
8
2
回
）
終
了

・
第
6
代
編
集
長
に
秋
道
智
彌
が
就
任

（
1
9
9
0
年
1
月
号
〜
1
9
9
4
年
4
月
号
）

本
誌
の
あ
ゆ
み

・
国
立
大
学
法
人
法
の
施
行
に
よ
り
、

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
・
人
間

文
化
研
究
機
構
が
発
足
（
4
月
）

・
4
月　

第
4
代
館
長
に
松
園
万

亀
雄
が
就
任
（
〜
2
0
0
9
年

3
月
）

・
学
習
キ
ッ
ト
「
み
ん
ぱ
っ
く
」

貸
出
開
始
（
9
月
）

・「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が

導
入
さ
れ
る

・
み
ん
ぱ
く
電
子
ガ
イ
ド
お
よ
び
学

習
コ
ー
ナ
ー
を
一
般
公
開
（
5
月
）

・
開
館
20
周
年

・
4
月　

第
3
代
館
長
に
石
毛
直

道
が
就
任
（
〜
2
0
0
3
年
3

月
）

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
（
1
月
）

・
本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設（
12
月
）

・
4
月　

第
2
代
館
長
に
佐
々
木

高
明
が
就
任
（
〜
1
9
9
7

年
3
月
）

・
国
連
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
る

・
第
1
回
特
別
展
「
大
ア
ン
デ
ス

文
明
展

―
よ
み
が
え
る
太
陽

の
帝
国
イ
ン
カ
」
を
開
催

み
ん
ぱ
く
・
世
界
の
動
き

「民族博物誌」初回（1994年5月号）「よむ・みる・きく」初回（1999年4月号）

広瀬浩二郎准教
授の発案で、本誌
は視覚障害をもつ
方に向けて音訳版
を作成している。
当初はカセットに
録音されていた

1999年4月号ロゴ2004年4月号ロゴ

4   5    2019 年 5月号



四
〇
〇
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
号
）
ま
で

法
人
化
の
影
響

そ
し
て
迎
え
た
二
〇
〇
四
年
、
国
立
大
学
の
法
人
化
の
動
き
の
な
か
で
、
み
ん
ぱ
く
は

大
学
共
同
利
用
機
関
か
ら
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
・
人
間
文
化
研
究
機
構
を
構
成
す
る

一
機
関
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
本
誌
の
変
化
は
『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
史
上
最
大
の

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
大
き
な
変
化
を
目
前
に
、
再
度
編
集
長
に
就
任
し
た
野
村
雅

一
教
授
（
当
時
）
は
、「
徹
底
的
に
全
部
変
え
る
」
と
決
意
を
か
た
め
、誌
面
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
ロ
ゴ
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
は
じ
ま
り
、
誌
面
構
成
そ
し
て
製

作
体
制
や
発
行
元
に
至
る
大
が
か
り
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
雑
誌
『
is
』（
ポ
ー
ラ
文
化

研
究
所
）
の
名
編
集
長
と
し
て
知
ら
れ
た
山
内
直
樹
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
み

ん
ぱ
く
発
行
の
第
一
号
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
三
一
九
号
と
な
る
二
〇
〇
四
年
四
月
号
で
す
。

表
紙
に
標
本
資
料
以
外
の
も
の
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
と
き
の
「
太
陽
の
塔
」

が
初
め
て
で
す
。
そ
れ
ま
で
二
色
刷
だ
っ
た
誌
面
に
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
で
き
、
メ
イ
ン
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
対
談
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
か
ら
特
集
形
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。
折
々
の

話
題
を
複
数
の
記
事
か
ら
多
角
的
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
集
形
式
の
強
み
で

す
。
特
別
展
・
企
画
展
の
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、
二
〇
一
七
年
に
完
了
し
た
全
面
改
修
後
の

本
館
展
示
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
も
、
展
示
場
ご
と
に
公
開
時
期
に
合
わ
せ
て
特
集
を
組

ん
で
き
ま
し
た
。
八
杉
佳
穂
編
集
長
の
時
代
に
は
、「
飲
む
」「
呪
う
」「
産
む
」
な
ど
、
動

詞
か
ら
世
界
の
文
化
を
切
り
取
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
も
あ
り
ま
し
た
し
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
一
月
号
の
干
支
シ
リ
ー
ズ
も
、
こ
の
特
集
形
式
を
最
大
限
に
活
か
し
た
も
の

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

法
人
化
以
降
の
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
に
は
、三
四
三
号
（
二
〇
〇
六
年
四
月
号
）
か
ら
の
「
外

国
人
と
し
て
生
き
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
の
な
か
で

前
向
き
に
生
き
る
、
身
近
に
住
む
外
国
人
の
存
在
に
目
を
向
け
た
連
載
で
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
が
誕
生
し
た
背
景
に
は
、
日
本
社
会
の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
み
、
日
本
に
暮
ら
す
外
国
人
が
増
加
し
、
多
文
化
共
生
と
い
う
課
題
が
浮
上
し

て
き
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
本
コ
ー
ナ
ー
は
「
多
文
化
を
さ
さ
え
る
人
び
と
」
へ
と
引
き

継
が
れ
、
四
一
一
号
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
号
）
ま
で
長
く
続
き
ま
し
た
。

法
人
化
と
い
う
出
来
事
は
、
み
ん
ぱ
く
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
い
直
す
も
の
で
し

た
。本
誌
も
根
本
か
ら
そ
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
、隔
月
刊
に
す
る
、無
料
化
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
と
き
に
存
続
を
め
ぐ
る
議
論
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、製
作
体
制
に
つ
い
て
も
不
安
定
な
時
期
が
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
五
〇
〇
号
を
迎
え
た

基
礎
を
か
た
め
る

そ
ん
な
本
誌
も
、
現
在
は
荒
波
を
乗
り
こ
え
て
、
よ
う
や
く
安
定
期
に
入
っ
た
と
い
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
た
二
〇
一
〇
年
は
、
久
保
正
敏
編
集

長
の
も
と
、
法
人
化
の
影
響
で
揺
ら
い
だ
製
作
体
制
が
よ
う
や
く
安
定
し
、
あ
ら
た
め
て

一
般
読
者
向
け
の
広
報
誌
と
し
て
内
容
を
見
直
し
た
年
で
し
た
。

ま
ず
は
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
法
人
化
直
後
、
一
旦
は
標
本
資
料

か
ら
離
れ
た
本
誌
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
二
〇
〇
五
年
四
月
の
三
三
一
号
か
ら
は
、

表
紙
を
飾
っ
た
モ
ノ
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
表
紙
モ
ノ
語
り
」
の
誕
生
が
示
す
よ
う
に
、

再
び
標
本
資
料
へ
と
回
帰
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
世
界
の
文
化
を
紹
介
す
る
に
は
、

モ
ノ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
を
も
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
た
久
保
編
集
長
は
、

み
ん
ぱ
く
の
誇
る
資
料
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、
文
化
的
背
景
を
あ
ら
わ
す
写
真
な
ど
も
デ

ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
自
由
な
発
想
に
転
換
し
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
の
ロ
ゴ
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
「
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
明
朝
体
が
む

し
ろ
新
鮮
に
映
る
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
製
作
体
制
を
立
て
直
し
、

本
誌
で
発
信
す
べ
き
こ
と
を
再
度
見
直
し
た
時
代
を
、「
原
点
回
帰
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

と
い
う
ス
ト
レ
ー
ト
な
ロ
ゴ
が
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
二
〇
一
〇
年
七
月
の
三

九
四
号
か
ら
現
在
に
続
く
ス
タ
イ
ル
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

本
誌
の
根
底
に
流
れ
る
も
の
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
み
ん
ぱ
く
の
魅
力
や
民

族
学
・
人
類
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
で
す
。
本

誌
は
今
後
も
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
挑
戦
す
る
心
を
失
わ
ず
に
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
雑

誌
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。          （
本
誌
編
集
室 

小
山
茂
樹
、近
田
さ
や
か
）

2019 2018 2017 2016 2015 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 年

・
通
巻
5
0
0
号
記
念
号
（
本
号
）
を
刊
行

・
音
訳
版
を
本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

・
第
18
代
編
集
長
に
丹
羽
典
生
が
就
任

（
2
0
1
7
年
1
月
号
〜
）

・『
月
刊
み
ん
ぱ
く 

40
巻
総
索
引
』
を
刊
行
（
12
月
）

・
4
月
号
よ
り
本
文
を
24
ペ
ー
ジ
か
ら
20
ペ
ー
ジ
に

変
更

・
第
17
代
編
集
長
に
山
中
由
里
子
が
就
任

（
2
0
1
3
年
4
月
号
〜
2
0
1
6
年
12
月
号
）

・「
生
き
物
博
物
誌
」
が
収
録
さ
れ
た
『
食
べ
ら
れ
る

生
き
も
の
た
ち 

世
界
の
民
族
と
食
文
化
48
』
が
出

版
さ
れ
る

・
1
月
号
で
通
巻
4
0
0
号
を
迎
え
る

・
第
16
代
編
集
長
に
庄
司
博
史
が
就
任

（
2
0
1
1
年
8
月
号
〜
2
0
1
3
年
3
月
号
）

・
7
月
号
よ
り
ロ
ゴ
を
変
更

・
10
月
号
に
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
を
再
録

（
特
集
「
梅
棹
忠
夫
と
み
ん
ぱ
く
」）

・
4
月
号
よ
り
ロ
ゴ
を
変
更

・
第
15
代
編
集
長
に
久
保
正
敏
が
就
任

（
2
0
0
8
年
4
月
号
〜
2
0
1
1
年
7
月
号
）

・
こ
の
年
か
ら
毎
年
1
月
号
に
干
支
に
関
連
し
た

特
集
が
掲
載
さ
れ
る
（
〜
2
0
1
7
年
1
月
号
。

番
外
編
2
0
1
8
年
1
月
号
「
ね
こ 

猫 

ネ
コ
」）

・
第
14
代
編
集
長
に
池
谷
和
信
が
就
任

（
2
0
0
6
年
4
月
号
〜
2
0
0
8
年
3
月
号
）

・
4
月
号
よ
り
ロ
ゴ
を
変
更

・
30
巻
記
念
号
と
し
て
12
月
号
を
刊
行
、
記
念
座
談
会

「『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
の
過
去
・
現
在
、
そ
し
て
未
来
」、

「『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
30
巻
総
索
引
」
を
掲
載

・
開
館
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、『
月
刊
み
ん

ぱ
く
』
3
5
0
冊
展
の
巡
回
が
ス
タ
ー
ト
（
12
月
）

（
大
阪
、
神
戸
、
広
島
、
仙
台
を
巡
回
）

・
第
13
代
編
集
長
に
八
杉
佳
穂
が
就
任

（
2
0
0
5
年
4
月
号
〜
2
0
0
6
年
3
月
号
）

・
4
月
号
よ
り
ロ
ゴ
を
変
更
。
発
行
日
が
15
日
か
ら

1
日
に
な
っ
た

本
誌
の
あ
ゆ
み

・
開
館
40
周
年

・
本
館
展
示
の
全
面
改
修
が
完
了

（
3
月
）

・
4
月　

第
6
代
館
長
に
𠮷
田
憲

司
が
就
任

・
東
日
本
大
震
災
発
生
（
3
月
）

・
4
月　

第
5
代
館
長
に
須
藤
健
一

が
就
任
（
〜
2
0
1
7
年
3
月
）

・
2
0
0
8
年
度
よ
り
本
館
展
示
の

全
面
改
修
を
開
始
。
展
示
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
等
に
英
語
表
記
が
加
わ
る

・
開
館
30
周
年

み
ん
ぱ
く
・
世
界
の
動
き

「外国人として生きる」初回（2006年4月号）本誌音訳版は、2011年4月号からデイジー版が
採用された。みんぱくの図書室で貸出が可能
なほか、全国の点字図書館等にも寄贈している

2006年4月号ロゴ

2009年4月号ロゴ

2017年7月号ロゴ
現在のロゴは「みんぱく」と
いうことばがもつやわらか
い語感を表現している 2005年4月号ロゴ

6   7    2019 年 5月号



展
示
場
が
広
く
、
資
料
も
豊
富
で
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
見

応
え
が
あ
り
す
ぎ
て
一
日
で
は
展
示
を
見
き
れ
な
い
の
で
、

お
す
す
め
の
順
路
や
資
料
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
館
展
示
の
順
路
は
、
世
界
を
東
回
り
で
一
周
す

る
民
族
文
化
の
旅
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

距
離
に
す
る
と
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。
本

館
が
専
門
と
す
る
民
族
学
・
文
化
人
類
学
で
は
、
世
界
の

民
族
の
文
化
を
ひ
と
し
く
研
究
し
て
い
ま
す
の
で
、
特
定

の
地
域
の
資
料
だ
け
を
取
り
上
げ
て
「
お
す
す
め
す
る
」

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
時
間
が
な
い
と
き
に
は
、「
順

路
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
ら
で
も
自
由
に
観
覧
で
き
る
」

と
い
う
回
遊
式
の
本
館
展
示
の
特
徴
を
活
か
し
、
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
順
路
を
決
め
て
見
学
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
順
路
設
定
の
参
考
に
、
全
面
改
修
後
の
展

ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
現
地
の
人
び
と
は
強
烈
な

匂
い
の
テ
ン
ト
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

本
来
、乾
燥
地
帯
で
は
匂
い
が
弱
く
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、

現
地
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
烈
な
匂
い
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の
資

料
が
ど
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
背
景

も
想
像
し
て
み
る
と
い
い
で
す
ね
。（
民
博 

上
羽
陽
子
）

展
示
資
料
の
な
か
に
は
、
み
ん
ぱ
く
の
教
員
が
自
分

で
作
っ
た
も
の
も
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
資
料

の
収
集
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

確
か
に
民
博
の
資
料
に
は
研
究
者
自
身
が
制
作

し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
展

示
場
の
「
ニ
ャ
ウ
・
ヨ
レ
ン
バ
」（
カ
モ
シ
カ
）
は
、
𠮷
田

憲
司
館
長
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
ザ
ン
ビ
ア
で
の
研
究
成

果
を
も
と
に
館
長
自
身
が
制
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
た

し
自
身
は
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

日
本
の
文
化
展
示
場
の
大
漁
旗
と
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
用

の
竿さ

お

を
高
知
県
の
漁
師
に
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
教
員
が
し
っ
か
り
と
現
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

お
こ
な
い
、
そ

の
地
域
の
皆
さ

ん
と
よ
り
よ
い

人
間
関
係
を

築
け
た
か
ら
こ

そ
の
収
集
方
法

だ
と
い
え
ま
す
。

　

基
本
的
に

は
教
員
が
現

地
か
ら
収
集

す
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
近

年
で
は
、
寄
贈

が
増
え
て
い
ま

す
。
世
界
中
を
旅
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
集
め
た
方

か
ら
、
博
物
館
で
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
寄
贈
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
際
も
教
員
が
資
料
の
状
態
や
来
歴
な
ど
を
調
査
し
、

民
博
で
し
っ
か
り
活
用
で
き
る
と
判
断
し
た
資
料
を
受
け

入
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
民
博 

日
髙
真
吾
）

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
万
博
公
園
で
の
夜
桜
や
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
い
つ
も
と
違
う
夜
の
み

ん
ぱ
く
を
満
喫
す
る
と
い
う
の
も
素
敵
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
万
博
記
念
公
園
の
開
園
時
間
と
の
調

整
や
、
本
館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
た
場
合
の
警
備
、
案

内
等
の
人
員
確
保
が
難
し
い
た
め
、
現
時
点
で
は
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
お
こ
な
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い

え
、
と
て
も
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
引
き
続
き

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
民
博 

広
報
係
）

中
央
パ
テ
ィ
オ
「
未
来
の
遺
跡
」
に
入
っ
て
み
た

い
で
す
。

「
未
来
の
遺

跡
」
は
、
水

と
石
、
タ
イ
ル
と
ア
ル

ミ
カ
プ
セ
ル
が
共
存
す

る
不
思
議
な
空
間
で
す
。

実
際
に
な
か
に
入
っ
て

み
る
と
、
イ
ン
ド
産
の

砂
岩
が
用
い
ら
れ
た
足

場
は
脆も

ろ

く
、
滑
り
や
す

か
っ
た
り
、
段
差
が
大

き
か
っ
た
り
す
る
た
め
、

安
全
性
の
面
か
ら
一
般
の
お
客
様
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠

慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
未
来
の
遺
跡
」
は
、
日
の
当

た
り
方
に
よ
っ
て
、
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
刻
一
刻

と
変
化
し
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
見
て
」
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。（
民
博 

広
報
係
）

み
ん
ぱ
く
で
結
婚
式
の
前
撮
り
を
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

お
二
人
の
門
出
を
祝
し
た
記
念
す
べ
き
写
真
の
舞

台
に
、
み
ん
ぱ
く
を
お
選
び
い
た
だ
き
、
と
て
も

光
栄
に
思
い
ま
す
。
み
ん
ぱ
く
で
の
前
撮
り
を
ご
希
望
の

場
合
、
開
館
時
間
外
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
前
撮
り
を
依
頼
さ
れ
た
先
の
担
当
者
様
に
ご
相
談
い
た

だ
き
、
み
ん
ぱ
く
の
総
務
課
広
報
係
に
ご
連
絡
い
た
だ
く

よ
う
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
担
当
者
様
を
通
じ
て
、
具
体

的
な
日
時
や
場
所
、
撮
影
料
金
等
の
調
整
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
写
真
が
撮
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
民
博 

広
報
係
）

み
ん
ぱ
く
に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
い
な

い
の
で
す
か
。

か
つ
て
、
Dr.
み
ん
ぱ
く
と
い
う
幻
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
（
？
）
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
（
本

誌
一
四
〜
一
五
頁
参
照
）、現
在
の
み
ん
ぱ
く
に
は
、マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
展
示
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
、
ユ
ニ
ー
ク
で
か
わ
い

い
造
形
の
展
示
物
に
出
会
え
ま
す
。
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
な
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
の
仮
面
や
人
形
。
ぜ
ひ
自

分
だ
け
の
、
お
気
に
入
り
の
一
点
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
民
博 

広
報
係
）

示
場
に
つ
い
て
紹
介
し
た
新
『
国
立
民
族
学
博
物
館 

展
示

案
内
』
の
「
テ
ー
マ
で
読
み
と
く
」
や
、
本
誌
次
号
か
ら

の
新
コ
ー
ナ
ー
「
み
ん
ぱ
く
回
遊
」
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
地
域
横
断
的
に
考
え
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
設
定
さ
れ
た
順
路
に
と
ら
わ
れ
な
い
展
示
の
見

方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
の
文
化
の
類
似
性
、

多
様
性
が
見
え
て
き
ま
す
。（
本
誌
編
集
室
）

音
楽
展
示
で
は
な
ぜ
チ
ャ
ル
メ
ラ
や
ギ
タ
ー
な
ど
、

特
定
の
楽
器
ば
か
り
展
示
し
た
の
で
す
か
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル（
ベ
ル
ギ
ー
）や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス（
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
）
に
は
大
規
模
な
楽
器
博
物
館
が

あ
り
、
世
界
中
の
多
種
多
様
な
楽
器
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
民
博
の
音
楽
展
示
場
に
は
、
こ
の
よ
う
な
網
羅
的

な
展
示
を
実
現
す
る
た
め
の
十
分
な
広
さ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

狭
い
空
間
で
同
じ
よ
う
な
展
示
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
代

表
的
な
楽
器
だ
け
を
並
べ
る
無
機
質
で
単
調
な
展
示
に
な

り
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
民
博

の
音
楽
展
示
で

は
、
担
当
教
員

の
そ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
に
基

づ
い
て
、
チ
ャ

ル
メ
ラ
や
ギ

タ
ー
な
ど
四
種

類
の
楽
器
群
に

焦
点
を
当
て
る

こ
と
に
し
ま
し

た
。
展
示
は
楽

器
を
軸
に
構
成

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
人
間
と
音

楽
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ル
メ
ラ
展
示
を
と
お
し
て
、
人
生
の

節
目
に
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
ギ
タ
ー
展

示
を
と
お
し
て
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
界
的
な
広
が
り

や
社
会
変
革
に
音
楽
が
果
た
す
役
割
な
ど
に
思
い
を
馳は

せ

て
も
ら
え
れ
ば
嬉う

れ
し
く
思
い
ま
す
。（
民
博 

寺
田
𠮷
孝
） 

西
ア
ジ
ア
展
示
で
は
、
ラ
ク
ダ
が
突
然
鳴
い
た
り
、

テ
ン
ト
の
匂
い
も
強
烈
で
驚
き
ま
し
た
。
博
物
館

な
の
に
五
感
で
楽
し
め
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

西
ア
ジ
ア
で
は
ラ
ク
ダ
は
重
要
な
役
割
を
も
っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
な
じ
み
が
薄
い
動
物
で

す
ね
。
展
示
場
で
聞
き
慣
れ
な
い
ラ
ク
ダ
の
鳴
き
声
で
立

ち
ど
ま
る
と
、
そ
こ
に
は
ラ
ク
ダ
の
装
身
具
や
振
り
わ
け

袋
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ク
ダ
や
遊
牧
民
の
文

化
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
鳴
き
声
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
に

完
了
し
た
展
示

の
全
面
改
修

で
は
、
映
像

や
音
声
な
ど

を
積
極
的
に
と

り
い
れ
る
方
針
だ
っ

た
た
め
、
そ
の
一

例
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
ベ
ド
ウ
ィ

ン
（
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
）
の
テ
ン
ト
は
黒
ヤ
ギ
の
毛
を
紡
い
で

糸
に
し
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
織
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

テ
ン
ト
の
匂
い
は
黒
ヤ
ギ
の
毛
の
も
の
で
す
ね
。
み
ん
ぱ

く
の
標
本
資
料
は
、
殺
虫
処
理
な
ど
は
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
汚
れ
な
ど
の
使
用
痕
を
洗
っ
た
り
、
拭
き
と
っ
た

り
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
自
体
も
資
料
の
情
報
と
し
て
そ
の

復活！ 読者のページ
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